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会　　計　　名 予  算  額

国民健康保険
特 別 会 計

事業勘定 ４５億８，９００万円

診療施設勘定 １億７，１００万円
介護保険特別会計 ５２億９，８００万円
後期高齢者医療特別会計 ８億６，８００万円

会　　計　　名 予  算  額

上水道事業会計
収益的支出 １４億１，０６０万円

資本的支出 １１億７，６００万円

下水道事業会計
収益的支出 １２億６１０万円

資本的支出 １１億９，９６０万円

特別会計

企業会計

令和８年度一般会計歳出（目的別）内訳 令和８年度一般会計歳入内訳

109億2,600万円

49億9,230万円

可決

一般会計
前年度比 3.6%減

241億5,000万円

政策実現に向けた予算編成
令和８年度
総　額 前年度比1.6％減

400億6,830万円

地方交付税
31.6%
76億4千万円

市税
20.6%
49億7,095万円

国庫支出金
13.5%
32億6,661万8千円

県支出金
7.0%
17億 28万1千円

市債
6.3%
15億 2,180万円

その他（地方贈与税・寄附金など）
13.０%
31億1,478万１千円

歳　入
241億5千万円

繰入金
8.0%
19億3,557万円

民生費
32.3%
78億681万７千円

総務費
12.5%
 30億1,493万1千円

土木費
11.6%
28億917万6千円

教育費
10.3%
24億8,954万円

衛生費
9.8%
23億6,506万７千円

公債費
9.8%
23億5,852万1千円

農林水産業費
4.8%
11億4,948万7千円

消防費
4.7%
11億3,730万円

その他（議会費・商工費など）
４.2 %
10億1,916万1千円

歳　出
241億5千万円

すべて原案
どおり可決

Ｒ８年
第１回
定例会

会期
２月25日から
３月19日まで

Ｒ８年度予算
６件

Ｒ７年度補正予算
５件

条例制定
１件

条例改正
11件

条例廃止
２件

財産取得
１件

市道路線の認定
１件

市道路線の変更
1件

市道路線の廃止
1件

指定管理
6件

計画の変更
1件

人事案件
1件
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令 和 ８ 年 度
の 主 な 事 業

　　　●芸術ふれあい体験事業
１１６万５千円

　市内在住の著名な芸術家を招聘
へい
し、プロの作品に接

し指導を受けることにより、芸術への関心を深めると
ともに自ら作品を作ることで想像力や個性を養う。
【事業概要】
・芸術家によるワークショップを全中学校で行う。

　　　●不妊治療・不育症検査助成事業
１，６４０万５千円

　少子化対策の一環として実施している不妊治療の全額
助成に加え、自宅から不妊治療実施医療機関までの移動
にかかる交通費を助成することにより、経済的負担の軽
減を図り、適切な医療が受けられる環境を整備する。
【事業概要】
・１日あたりの交通費の申請上限を１万円とする。

拡充

　　　●道の駅常陸大宮周辺整備事業
　　　　（グラウンドゴルフ場整備）

９，７９３万３千円
　地域の振興とともに、高齢者などが元気にいつま
でも生活ができるよう、生きがいと健康づくりにつ
ながる拠点として、道の駅南部エリアを活用したグ
ラウンドゴルフ場を整備する。
【事業概要】
・４コース（32ホール）
・整備工事（造成工事、植栽工事）

　　　●パークアルカディアブラッシュアップ推進事業
１億９７万円

　民間事業者により一部再整備・運営されているパー
クアルカディアにおいて、官民連携の効果をさらに高
めるため、豊かな自然環境を活用した施設のブラッシュ
アップを行い、さらなる魅力向上を図る。
【事業概要】
・ふれあい交流体験館（山ゆり）及び森林科学館の改修等

　　　●子育て世帯向け住宅整備事業
３億６，９３９万６千円

　常陸大宮市に住みたいと思える魅力あるまちづく
りを進めるため、子育て世帯向け住宅を整備する。
【事業概要】
・第２期戸建て住宅８戸を建設する。

　　　●常陸大宮駅周辺整備事業
４億５，９７１万５千円

　JR常陸大宮駅周辺を市役所の行政機関のほか、医療・
福祉、情報サービス機能が集積された都市中心拠点と
して、住民生活の質の向上とまちの活性化を図り、計
画的な都市基盤整備を進めるため、常陸大宮駅周辺整
備を推進する。
【事業概要】
・常陸大宮駅東口駅前広場及び周辺道路を整備する。

新規

継続継続

継続

継続

不妊治療を受ける夫婦 交通機関 不妊治療医療機関

通院

ワークショップのイメージ

グラウンドゴルフ場のイメージ

子育て世帯向け住宅地全体のイメージ

不妊治療実施医療機関までの交通費助成のイメージ

ふれあい交流体験館（山ゆり）のイメージ

東口駅前広場整備イメージ
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常陸大宮市公告式条例等の一部を改正する条例
　デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会基本法
の一部を改正する法律の趣旨を踏まえ、本市においてもアナログ規制の見直しを推
進するため、同規制項目のうち※「書面掲示規制」について定めている関係する次
の４条例を改正する。

施行期日　令和８年４月１日ほか　
　１　常陸大宮市公告式条例
　２　常陸大宮市行政手続条例
　３　常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
　４　常陸大宮市税条例　

【概要】
・条例等の公布方法について、市ホームページに設置した電子掲示板に掲示すること及び市役所等の掲

示板への掲示又はこれを閲覧できる端末を庁舎内に設置する方法に見直す。
※書面掲示規制：特定の場所において書面で掲示されている規制をいう。(見直しにより、インターネッ

トによる閲覧等を可能とすることで、いつでも、どこでも、必要な情報を確認できるようにする。)

議案第11号

常陸大宮市特定乳児等通園支援事業の運営に関する
基準を定める条例
　子ども・子育て支援法の一部を改正する法律による子ども・子育て支援法の一部
改正により、乳児等のための支援給付が創設されたことに伴い、特定乳児等通園支
援事業の運営に関する基準を定める必要があるため制定する。　　　

施行期日　令和８年４月１日　

議案第10号

常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例
　令和７年度税制改正において、給与所得
控除の最低保障額を55万円から65万円に
10万円引き上げる見直し（以下「令和７年
度見直し」）が行われたことから、介護保
険の第１号被保険者の保険料収入が減少す
る可能性があるため、令和７年度見直しの
影響を受けないよう、国の介護保険法施行
令に令和８年度に限り適用する特例規定が
追加されたことに伴い、本条例に同様の規
定を追加し改正する。
　　　　　　　施行期日　令和８年４月１日

議案第14号

常陸大宮市火入れに関する条例の一部を改正する条例
　常陸大宮市火災予防条例の一部改正により、林野火災に関する注意報の発令が可能となったことを受
け、当該注意報が発令された際に火入れの制限を行うため改正する。

施行期日　令和8年4月1日

議案第17号

55万1千 65万1千 161万9千

給与所得控除後の給与所得額
税制改正による給与所得控除の引上げ分
現行の給与所得控除額

令和７年度税制改正による給与等の収入額と給与所得控除額について

令和７年中の給与等の収入額（円）
190万

55万

65万

給与所得控除が引き上がる（給与所得を含む合計所得金額が
減少することとなる。）、この範囲の者を対象に特例措置を設ける。

給
与
所
得
控
除
額（
円
）

0円

190万
（円）

給与所得控除の最低保証額の引上げ
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常陸大宮市火災予防条例の一部を改正する条例
　対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基
準を定める省令の一部改正に伴い、常陸大宮市火災予防条例の一部を改正する。

施行期日　令和8年3月31日　
【概要】
⑴　基準省令において、対象火気設備等の種類に「簡易サウナ設備」が追加されたことに伴い次の規定

を整備する。

　ア　「簡易サウナ設備」の位置、構造及び管理基準を追加
　イ　火を使用する設備等の設置届出対象に「簡易サウナ設備」を追加
⑵　普及促進すべき住宅用防災機器に感震ブレーカーを追加
⑶　その他所要の改正　

議案第21号

改正前 改正後

サウナ設備 【名称変更】　一般サウナ設備（浴場等の建物内）
【追　　加】　簡易サウナ設備（屋外等のテントに設置される小さいサウナ施設）

常陸大宮市過疎地域持続的発展計画の変更について
　令和３年度に策定した現計画の期間が令和７年度をもって満了するため、時勢の変化をふまえ修正等
を行い、令和８年度から令和12年度までの５年間を計画期間とする計画に変更する。

議案第24号

市道路線の
認定について
　子育て世帯向け住宅整備及び
常陸大宮駅東西自由通路整備に
伴い市道を認定する。

議案第26号

次の公の施設について指定管理を指定するものです。
議案番号 指定管理者に管理を行わせる公の施設 指定管理に指定する団体 指定の期間

議案第29号 常陸大宮市花立自然公園 株式会社Rent 令和８年４月１日から
令和18年３月31日まで

議案第30号 常陸大宮市やすらぎの里公園 株式会社FoundingBase 令和８年４月１日から
令和11年３月31日まで

議案第31号 常陸大宮市パークアルカディア
（御城展望台を除く) 株式会社ダイブ 令和８年４月１日から

令和10年３月31日まで
議案第32号 道の駅常陸大宮 元気な郷づくり株式会社 令和８年４月１日から

令和13年３月31日まで議案第33号 道の駅みわ 株式会社ふるさと活性化センターみわ

議案第34号 常陸大宮市緒川物産センター
「かざぐるま」 おがわ地域振興株式会社 令和８年４月１日から

令和10年３月31日まで

指定管理者の指定

認定路線図 認定路線図
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決結果
議案第４号 令和８年度常陸大宮市一般会計予算 予算決算 可決

議案第５号 令和８年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 予算決算 可決

議案第６号 令和８年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 予算決算 可決

議案第７号 令和８年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 予算決算 可決

議案第８号 令和８年度常陸大宮市上水道事業会計予算 予算決算 可決

議案第９号 令和８年度常陸大宮市下水道事業会計予算 予算決算 可決

議案第10号 常陸大宮市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 文教福祉 可決

議案第11号 常陸大宮市公告式条例等の一部を改正する条例 総　　務 可決

議案第12号 常陸大宮市職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部を改正する条例 総　　務 可決

議案第13号 常陸大宮市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 総　　務 可決

議案第14号 常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第15号 常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第16号 常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第17号 常陸大宮市火入れに関する条例の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第18号 常陸大宮市やすらぎの里公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第19号 常陸大宮市パークアルカディアの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第20号 常陸大宮市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第21号 常陸大宮市火災予防条例の一部を改正する条例 総　　務 可決

議案第22号 常陸大宮市特別会計条例を廃止する条例 総　　務 可決

議案第23号 常陸大宮市農業集落排水事業減債基金条例を廃止する条例 経済建設 可決

議案第24号 常陸大宮市過疎地域持続的発展計画の変更について 総　　務 可決

議案第25号 財産の取得について（道の駅常陸大宮グラウンドゴルフ場用地購入） － 可決

議案第26号 市道路線の認定について（11226号線・11227号線・11228号線・11229号線) 経済建設 可決

議案第27号 市道路線の変更について（40167号線・40169線） 経済建設 可決

議案第28号 市道路線の廃止について（10180号線・10194号線・61173号線） 経済建設 可決

議案第29号 公共施設等運営権の設定及び指定管理者の指定について　（花立自然公園） 経済建設 可決

議案第30号 指定管理者の指定について（やすらぎの里公園） 経済建設 可決

議案第31号 指定管理者の指定について（パークアルカディア） 経済建設 可決

議案第32号 指定管理者の指定について（道の駅常陸大宮） 経済建設 可決

議案第33号 指定管理者の指定について（道の駅みわ） 経済建設 可決

議案第34号 指定管理者の指定について（緒川物産センター「かざぐるま」） 経済建設 可決

議案第35号 令和７年度常陸大宮市一般会計補正予算（第９号） 予算決算 可決

議案第36号 令和７年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第37号 令和７年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決

議案第38号 令和７年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第39号 令和７年度常陸大宮市下水道事業会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第40号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（山方　中嶋　正夫氏） － 同意

令和８年第１回定例会議決一覧
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番　号 件　　　　　名 提出者 紹介議員 付託委員会 結　果

請願第R8-1号
山方地内市道30593号線（山方
字湯沢内河原530-1から山方字下
小池1006-1）の舗装に関する請
願書

山方第２区長　
ほか14名 三次　雅子 経済建設

常任委員会 採　択

請願第R8-2号
「最低賃金の大幅引き上げと中小
企業支援策の拡充を求める意見
書」採択の請願書

茨城県労働組合総連合
議長　鈴木　貴之 髙村　功 経済建設

常任委員会 不採択

あなたが出された請願・陳情は！請願 請願・陳情は！

○：賛成　　●：反対 ※『－』：議長は採決に加わりません。

◆賛否の分かれた議案等

議案番号 議　　案　　名 議決
結果

議　　　　　　員　　　　　　名

森
田　
　
健

内
海
雄
一
郎

小
河
原
利
一
郎

三
次

雅
子

髙
村　
　
功

小
原

明
彦

岡
﨑

欣
也

三
次

弘
史

大
貫

道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川

美
保

武
石

寿
長

髙
村

和
郎

淀
川

茂
樹

掛
札

行
雄

秋
山

信
夫

議案第 4 号 令和８年度常陸大宮市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 5 号 令和８年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 6 号 令和８年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 7 号 令和８年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 8 号 令和８年度常陸大宮市上水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

討 論

髙村　功　議員

現在進められている常陸大宮駅周辺整備事業は、巨額
の予算を伴うものであり、また市民の中にも賛否の分か
れる事業です。当初の事業費51億円は76億円へと、25
億円増加しました。市長はこの事業を、人口流出を防ぐ
ダムとして、自らの政策の１丁目１番地と位置付けてい
ますが、現在も人口減少は続いており、この事業によっ
て常陸大宮市の未来が描けるかどうかは、疑問でありま
す。しかも、この常陸大宮駅周辺整備事業に関連し、金
券授受の疑いで職員が逮捕され、市役所に家宅捜索が入
るという前代未聞の事態となりました。これは、市政へ
の市民の信頼を失墜させ、常陸大宮市のイメージを大き
く損ねました。今後の捜査の行方を市民が注目していま
す。
　以上申し述べまして、反対討論といたします。

𠮷川　美保　議員

　歳入においては、収入の根幹となる市税において
の税制改正による減収の見込みや、財政調整基金残
高が減少傾向のマイナス要因の中、国・県補助金等
を活用して所要の財源を確保しています。
　歳出においては、常陸大宮駅周辺整備の関係経費
をはじめ、子育て世帯向け住宅第2期整備、そのほ
か人口減少対策の継続事業の更なる拡充や、児童・
生徒たちの学力向上を重視した事業、そして観光拠
点のブラッシュアップ事業などが盛り込まれ、総合
計画政策プロジェクト戦略を推進するため、限られ
た財源を効果的に配分した予算編成と考えます。
　以上のことから、賛成討論とします。

反 対
※討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

令和８年度常陸大宮市一般会計予算議案第4号

賛 成

５件の議案について討論を行いましたが、紙面の都合上、議案第４号についてのみ掲載します。

議会広報第86号7



◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎
掛
札

行
雄

〇
𠮷
川

美
保

髙
村

和
郎　
　
大
貫

道
夫

常陸大宮市火災予防条例の一部を改正する条例
議案第21号

Ｑ 市内のサウナ施設の状況は。
Ａ 一般サウナは、公衆浴場又はゴルフ場などで14か所、簡易サウナ施設は、市内
１か所でテントサウナ17梁

はり

が該当します。

総務常任委員会

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎
小
原

明
彦

〇
髙
村　
　
功

秋
山

信
夫　
　
淀
川

茂
樹

小
森
敬
太
郎　
　
森
田　
　
健

常陸大宮市特別会計条例を廃止する条例
議案第22号

Ｑ 今までの予算書類では、特別会計として歳入歳出予算の状況が一括して確認でき
たが、両特別会計分の予算はどのように一般会計へ編入したのか。それぞれの担当
部署で、説明は可能なのか。
Ａ 墓地管理費、温泉施設管理費について、新たに科目を設けて、予算書、予算概要
書を調製しています。また、予算説明は、予算決算常任委員会において、それぞれ
の担当部署から予算書や概要書を用いて、編入の状況など、説明が可能となってい
ます。

文教福祉常任委員会

常陸大宮市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
議案第10号

Ｑ ４月から事業を開始する市内の事業所は、何施設あるのか。
Ａ 市内8施設において事業を開始する予定であり、公立が2施設、民間が6施設となっ
ています。

常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
議案第16号

Ｑ 18歳までの子どもがいる世帯に負担はないのか、また、市内における該当者は何
人いるのか。
Ａ 18歳未満の方の負担を軽減するものであり、18歳以上の方の均等割については、
納付の対象となります。また、該当する18歳未満の人数は518人です。　

常陸大宮市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例
Ｑ 学校運営協議会が設置されたことにより具体的にどのような成果が得られたのか、
また、条例改正以前は、何に基づいて報酬及び費用弁償を支出していたのか。
Ａ 御前山小学校においては、歩く会やさつまいも掘り体験など、地域の特色を生
かしながら市民と一緒に学校を作り上げている点などが成果として挙げられます。
また、報酬及び費用についてこれまでは、「常陸大宮市立学校における学校運営協議
会制度に関する規定」に基づき、1回3,000円の支出をしています。　

議案第20号

常任委員会審査
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◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎
三
次

弘
史

〇
小
河
原
利
一
郎

武
石

寿
長　
　
岡
﨑

欣
也

三
次

雅
子　
　
内
海
雄
一
郎

経済建設常任委員会

常陸大宮市火入れに関する条例の一部を改正する条例
議案第17号

Ｑ 火入れの対象や内容は、どのようなものがあるのか。
Ａ 森林法に基づき、市内の指定区域において実施するものです。また、火入れを実
施する規模が、原則、2hа以内の土地において、15名以上の人数で実施する場合に
適用されます。具体的な実施内容としては、病害虫防除などを目的に、法面を芝焼
きする場合が多いと考えられます。

常陸大宮市やすらぎの里公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
議案第18号

Ｑ 指定管理者は、どのように選定したのか。
Ａ 現指定管理者との協議の中で、現行の指定管理委託料での継続は難しい旨の話が
あったことから、　民間のノウハウや資金を活用するため、民間提案制度を導入して、
事業者の公募を行いました。
　　結果として1者のみの申請となりましたが、当該事業者の提案内容や実績などを
精査し、指定管理者として選定しました。

常陸大宮市パークアルカディアの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
議案第19号

Ｑ 陶芸工房の利用については、生涯学習課所管の施設として移行されるにあたり、
今後の利用形態について、変更を計画しているのか。
Ａ 現在の施設利用については主に陶芸クラブ2団体が工房を利用している状況であ
り、基本的な施設の利用形態について変更は生じません。

会　　計　　名 補　正　額

一般会計 （第 9 号） 6 万 7 千円

国民健康
保険特別
会　　計

（第 3 号） 事業勘定　　　  553 万 3 千円
診療施設勘定  △441 万 3 千円

介護保険
特別会計 （第 4 号） △ 1,523 万 7 千円

下水道事業
会　　　計 （第 3 号） 資本的収入　　　　　 50 万円

資本的支出　　　 30 万 1 千円

議会広報第86号9

令和７年度補正予算

主な内容
障がい者自立支援事業費 1億2,440万円
施設型給付等給付費　  7,072万3千円
道路整備事業費（駅周辺整備関連） 3,182万3千円

　第 1 回臨時会が 2 月 18 日（水）に開催され、令和７年度常陸大宮市一般会計補正予算（第 8 号）は、
可決されました。また、専決処分 2 件が承認されました。

令 和 ８ 年 第 1 回 常 陸 大 宮 市 議 会 臨 時 会

議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第３号 令和７年度常陸大宮市一般会計補正予算（第８号） 予算決算 可決



Ｑ ライドシェア実証運行事業について、令和7年度の半年間における実証運行の結果を検証
し、令和８年度においては、どのように取組んでいくのか。また、財源である1,300万円の
活用については、利用者が増減した場合、どのように考えていくのか。
Ａ 公共ライドシェアは、将来的に予想される2種免許タクシー等のドライバーの高齢化や人
手不足に対応出来るよう、交通空白地となり得ることが予想される地域において、市民の協
力を得ながらドライバーを確保して、運行を定着させておく必要があります。令和７年度に
ついては、１日あたりの利用見込人数を15人とし、利用者の見込みがあまかったことから、
令和8年度については、1日平均５人の利用見込みとしました。今後は、市内の他の地域にお
いても運行範囲や運行日時等について、交通事業者と協議しながら利用者の増加につなげて
いきたいと考えています。財源の活用については、利用人数が少なくなる場合は、減額して
いきます。

Ｑ 令和７年度のコンビニ交付事業の件数は5,853件があるが、市内のコンビニの店舗数は把
握しているのか。また、すべてのコンビニ店舗のコピー機は、マイナンバーカード対応して
いるのか。
Ａ 現時点において把握している市内のコンビニ数ですが、大宮地域が14店、山方地域が２店、
美和地域が１店、緒川地域が１店、御前山地域が２店です。また、この店舗においては、マ
イナンバーカード対応のマルチコピー機が設置してあります。

総務関係

Ｑ　友好都市教育交流事業において大宮小学校と大館市の城南小学校児童の交流の対象児童数
は。また、市内の他の小学校にも声をかけてはどうか。
Ａ この事業は大宮小学校の男女６名ずつの12名を対象としています。なお、部垂（へたれ）
城が縁での交流ですので、今後においても大宮小学校と大館市の城南小学校との交流として
実施していきます。

Ｑ 中学生英語体験事業について、令和６年度は27名で、令和8年度は募集を70名としているのは。
Ａ 令和６年度はコロナ禍の影響から５年ぶりの開催で少ない参加率でしたが、令和７年度は
51名であり、令和８年度は、事前アンケート調査を中学２年生に実施し、募集人数を70名と
しています。

予算決算常任委員会（３月１３日・１６日）
委員長：小森　敬太郎 　　副委員長：三次　弘史 
秋山　信夫、掛札　行雄、淀川　茂樹、髙村　和郎、武石　寿長、吉川　美保、岡﨑　欣也
小原　明彦、髙村　功、三次　雅子、小河原　利一郎、内海　雄一郎、森田　健
　議長　大貫　道夫は、予算審査には加わりません。

令和８年度 予算審査集中審議

文教福祉関係
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経済建設関係
Ｑ　子育て世帯向け住宅4,649万４千円の増額の要因は、資材高騰によるものなのか。
Ａ 物価、資材等の高騰により建設工事費用が上がっています。また、公園も整備しますので、
増額となっています。

Ｑ　子育て世帯向け住宅予算が増額したことにより、家賃に反映するのか。
Ａ 子育て世帯向け住宅の家賃につきましては、市営住宅と違って所得によって家賃が変わる
わけではありません。家賃は、条例で 8万円と決められています。

Ｑ　市営公園管理費が 1,200 万円くらい減っていることについて、どのくらいの公園が関係
しているのか。
Ａ 廃止を決定した大宮自然公園、やすらぎの森公園、もりがね富士見公園、宇留野公園と商
工観光課へ所管換えをした辰ノ口親水公園です。

Ｑ　森林環境譲与税について、間伐材や植栽を実施する場合は利用範囲になるのか。また、林
道整備は、民有林造林事業の範囲での対応となるのか。
Ａ 間伐材や植栽については、民有林造林事業として対応します。林道整備の側溝の補修等の
修繕として行う場合は、森林環境贈与税の対象の範囲となります。

Ｑ　御城展望台の管理委託先は。
Ａ 御城展望台の管理については、（一財）常陸大宮市観光物産協会に委託する予定であり、主
な業務としては、施設管理や清掃、植栽等となります。

Ｑ　やすらぎの里公園は施設規模が大きく、管理を含めて、収益に結び付けるのは難しいので
はないか。今後、管理をどのように考えているか。
Ａ 令和８年度から（株）FoundingBase が指定管理をする予定であり、３年間の指定管理期間
の中で、運営方法の改善やエリア戦略の策定など、収益を上げる取組をしていくとともに、
できるだけ経費を削減できる管理運営体制の構築を目指します。

Ｑ　学校給食センター運営費の財源とした市町村学校給食費軽減交付金の詳細は。
Ａ 令和 8年 4月から公立の小学校を対象に、全国一律に学校給食費の保護者負担の軽減を図
り学校給食費を無償化する新たな補助金になります。国から 2分の１を都道府県に交付し、
都道府県ではさらに 2分の１を上乗せして市町村学校給食費軽減交付金として、本市には
7,676 万 2千円が交付されます。

Ｑ 義務教育施設適正配置審議会委員のメンバー構成やこれまでの内容や進捗については。
Ａ 区長会代表として各地域の代表区長 5名、市ＰＴＡ連絡協議会会長など役員 4名、社会教
育委員 3名、学校代表として学校長会長など 2名、学識経験者 2名の 16名の委員構成となっ
ています。令和 7年 12 月に第 1回審議会を開催し、今年度は３回の開催を予定しています。
これまでの審議会においては、市の現状や今後の児童生徒数の推移、アンケート調査結果を
踏まえた中で、それぞれの立場からご意見をいただきました。

可決
議案第４号について「常陸大宮駅周辺整備事業において、職員の不
祥事が発覚したことから、新年度予算執行にあたっては、緊張感を
もって執行されたい。」との附帯決議が提出され、可決されました。

附
帯
決
議

議会広報第86号11



一般質問
市政 を問 う

　定例議会において、各

議員が住民の代表とし

て、市の行政全般にわた

り市当局の考え方や疑問

をただすことです。

　単に疑問をはらし、事

実関係を明らかにするだ

けでなく、現行政策の見

直し、新規政策を提言す

る議員の重要な活動で

す。

一般質問とは…
今回６人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

髙 村 　 　 功   議 員 ………………… P13

　　◇国保税について

　　◇常陸大宮駅テナントビルについて

森 田 　 　 健   議 員 ………………… P14

　　◇林業の現状について

　　◇太陽光発電設備について

小 森 敬 太 郎   議 員　………………… P15

　　◇常陸大宮市総合計画の検証と次期総合計画策定に向けた取り組み

　　◇常陸大宮市の展望

𠮷 川 　 美 保   議 員　………………… P16

　　◇事業及び計画の評価・見直しについて

　　◇リユース・リサイクルについて

　　◇高齢者の保健事業について

小 原 　 明 彦   議 員 ………………… P17

　　◇渇水の影響とその対応について

　　◇歴史・文化行政について

　　◇芸術と心の醸成について

三 次 　 雅 子   議 員 ………………… P18

　　◇令和８年度重点政策について

　　◇ラーケーションについて

　　◇トイレの対策について ◇一般質問の掲載
記事は、発言議員
本人からの寄稿
によるものです。
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一 般 質 問
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に
は
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が
ど

う
な
る
か
は
、
市
民
に
は
大
き

な
関
心
ご
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

国
保
税
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
国
保
税
率
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
改
定
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

令
和
８
年
度
か
ら
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
給
付
金
が
創
設
さ

れ
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
国
保

税
と
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
税
率
改
定
に
よ

っ
て
、
市
民
１
人
当
た

り
ど
の
く
ら
い
の
額
が
引
き
あ

が
る
の
か
、
金
額
と
前
年
度
比

率
で
伺
い
ま
す
。

税
率
改
定
に
加
え
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
給
付
金
が
創
設
さ

れ
ま
す
の
で
、
１
世
帯
当
た
り

約
１
万
８
４
０
０
円
の
増
、
前

年
度
比
13
．６
％
増
と
な
る
見

込
み
で
す
。賦

課
方
式
が
２
方
式

に
統
一
さ
れ
た
課
題
と

し
て
、
世
帯
の
人
数
が
多
い
世

帯
へ
の
負
担
が
重
く
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
援
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
支
援

策
と
し
て
、
未
就
学
児
に
対
す

る
均
等
割
を
５
割
軽
減
し
て
お

り
、
さ
ら
に
市
独
自
の
支
援
策

と
し
ま
し
て
、
小
中
高
生
に
対

す
る
均
等
割
を
３
割
軽
減
し
て

お
り
ま
す
。均等

割
の
軽
減
割
合

を
引
上
げ
て
、
経
済
を

支
援
す
る
考
え
は
。

国
保
世
帯
の
方
か
ら
新
た
な

負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
現
時
点
で
の
引
上
げ
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

常
陸
大
宮
駅
東
口
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル
は
、
東
口

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
上
で

の
起
爆
剤
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
だ
け
に
市
民
の
関
心

も
高
い
と
思
い
ま
す
が
、
入
居

の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

保
健
福
祉
部
長

・
可
燃
ご
み
指
定
袋
に
つ
い
て

・
ご
ぜ
ん
や
ま
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

四
季
彩
館
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

産
業
観
光
部
長
／
持
続
可
能

な
都
市
を
目
指
す

駅
東
口
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

の
営
業
戦
略
は

問

問

問問

問

問

答

答

答

答答

答

保
健
福
祉
部
長
／
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い

子
育
て
世
帯
へ
の
軽
減
へ

均
等
割
の
引
き
上
げ
は

その他の質問

髙村　　功
議員

効
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
時

点
で
は
は
か
れ
ま
せ
ん
が
、
ま

ち
づ
く
り
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
き
な
い
組
な
ど
の
活
動
も
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

常陸大宮駅東口テナントビル建設予定地
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一 般 質 問

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
近
の

事
業
用
太
陽
光
発
電
設
備
全
般

の
設
置
数
の
推
移
を
伺
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
が
40
件
。
令
和

６
年
度
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
３
件

を
含
む
61
件
。
令
和
７
年
度
が

12
月
末
現
在
で
26
件
で
す
。

発
電
事
業
者
か
ら
市

民
生
活
部
へ
の
問
合
せ

件
数
の
推
移
を
伺
い
ま
す
。

条
例
施
行
前
は
月
に
数
件
程

度
で
し
た
が
、
条
例
施
行
後
は

直
接
窓
口
、
電
話
、
ｅ
メ
ー
ル

を
合
わ
せ
１
日
に
数
件
と
増
え

ま
し
た
。一

部
の
不
誠
実
な
発

電
事
業
者
の
「
逃
げ
得
」

を
許
さ
な
い
厳
格
な
運
用
方
法

の
調
査
・
研
究
を
今
か
ら
開
始

す
べ
き
で
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
誰
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
捨
て

た
か
追
跡
で
き
る
※「
デ
ジ
タ

ル
製
品
パ
ス
ポ
ー
ト
」
等
の
登

録
を
義
務
付
け
て
は
ど
う
か
伺

い
ま
す
。

発
電
事
業
を
終
了
し
た
後
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
撤
去
や
処
分

は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
国
が

主
導
し
全
て
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

に
デ
ジ
タ
ル
製
品
パ
ス
ポ
ー
ト

等
が
付
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、

市
へ
の
登
録
等
を
検
討
し
ま
す
。

昨
年
秋
、
入
本
郷
区

の
住
民
か
ら
共
有
林
の

課
題
を
伺
い
ま
し
た
。
共
有
林

の
場
合
、
固
定
資
産
税
の
扱
い

は
株
主
全
員
が
連
帯
し
て
支
払

う
義
務
と
な
り
ま
す
。
過
疎
化

に
悩
む
山
あ
い
の
区
で
は
、
昔

の
よ
う
に
固
定
資
産
税
を
全
世

帯
か
ら
徴
収
で
き
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
株
主
の

分
ま
で
余
計
に
税
金
を
納
め
て

い
る
不
公
平
感
の
解
消
を
目
指

し
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
荒
廃
し
た

共
有
林
の
存
在
は
林
野
火
災
の

一
つ
の
要
因
で
す
。
そ
こ
で
、

集
落
な
ど
が
共
有
林
を
団
体
名

義
で
管
理
で
き
る
「
認
可
地
縁

団
体
制
度
」
の
周
知
の
必
要
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

許
可
を
取
得
す
る
に
は
、
地

権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
全
国
的
に

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
す
が
、
今
後
は
、
県
の

林
業
指
導
所
や
森
林
組
合
な
ど

と
連
携
し
、
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
、
当
時
の

岸
田
総
理
が
本
市
の
ス

ギ
の
伐
採
現
場
を
訪
れ
、
花
粉

の
発
生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林

の
伐
採
や
花
粉
の
少
な
い
品
種

へ
の
植
え
替
え
を
重
点
的
に
進

め
る
区
域
の
設
定
を
表
明
し
ま

し
た
。
こ
の
花
粉
発
生
源
対
策

促
進
事
業
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
こ
の
制
度
が
活

用
さ
れ
た
実
績
は
な
い
も
の
の
、

県
で
は
平
成
30
年
頃
よ
り
花
粉

の
少
な
い
苗
木
の
植
栽
を
推
進

し
て
お
り
、
本
市
で
も
花
粉
症

対
策
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「
常
陸
大
宮
市
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
と
地

域
環
境
と
の
調
和
に
関
す
る
条

例
」
が
昨
年
４
月
１
日
か
ら
施

産
業
観
光
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

産
業
観
光
部
長

林業の現状

太陽光発電設備

産業観光部長／認可地縁
団体制度を研究していく

市民生活部長／太陽光パネ
ルの撤去・処分が課題

※録画配信をご覧
　いただけます。

問

問

問

問問

答

答答

答

答

森田　　健
議員

※
デ
ジ
タ
ル
製
品
パ
ス
ポ
ー
ト
・
・
・

製
品
に
付
与
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や

Ｉ
Ｃ
タ
グ
等
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
読
み
取
る
こ
と
で
原
材
料
や
製
造

工
程
を
把
握
で
き
る
仕
組
み
。
Ｅ
Ｕ

が
導
入
を
進
め
て
い
る
。

・
東
野
地
区
に
お
け
る
市
道
に

つ
い
て

その他の質問
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一 般 質 問

将
来
の
展
望
と
し
て

未
来
を
拓
く
考
え
を
伺

い
ま
す
。

急
激
な
人
口
減
少
、
と
り
わ

け
少
子
化
は
最
も
憂
慮
す
べ
き

問
題
で
あ
り
、
既
に
後
継
者
不

在
に
伴
う
空
き
家
や
墓
じ
ま
い
、

耕
作
放
棄
地
、
相
続
放
棄
地
の

増
加
等
が
散
見
さ
れ
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
地
域
経
済
の
衰
退
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
伴
う

地
域
の
維
持
そ
の
も
の
が
困
難

に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
必
定
で

す
。こ

う
し
た
、
環
境
下
で
首
長

に
着
任
し
７
年
目
を
迎
え
、
そ

こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
て
な
お
、
瞬

く
間
に
財
源
が
枯
渇
し
て
し
ま

う
厳
し
い
現
実
で
す
。
市
政
発

展
を
願
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
事
業
を
進
め
る
ほ
ど
に
、

財
源
不
足
と
な
る
壁
に
阻
ま

れ
、
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
ジ

レ
ン
マ
か
ら
ど
う
抜
け
出
す
か
。

こ
こ
が
本
市
の
未
来
を
開
く
た

め
の
最
大
の
急
所
に
な
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
現
在
市
で
は
、

経
済
産
業
省
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
集
積
に
か
か
る
公
募
に
、
県

と
連
携
し
て
手
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
採
択
に
は
相
当
髙
い
ハ
ー

ド
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
30
年
後
、

50
年
後
の
ふ
る
さ
と
常
陸
大
宮

市
を
よ
り
よ
い
形
で
存
続
さ
せ

る
た
め
に
は
、
国
や
県
の
事
業

に
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、
投
資

を
呼
び
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
と
雇

用
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
良
質

な
雇
用
環
境
の
創
出
に
よ
る
経

済
的
に
豊
か
な
地
域
社
会
を
、

国
・
県
・
民
間
、
あ
る
い
は
官

民
連
携
の
投
資
を
呼
び
込
み
つ

つ
、
形
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
総
合
計
画
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

で
あ
り
、
最
上
位
計
画
で
す
。

ど
の
よ
う
に
検
証
と
評
価
が
行

わ
れ
て
い
る
か
。

市
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
、
重
点
事
業
計
画
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
対
策
を
市
の
最
大
の
課
題
と

捉
え
、
３
つ
の
戦
略
に
※
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
定
め
、
各
目
標
値
の
中
間

値
を
測
定
し
、
評
価
実
施
後
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。市

民
の
声
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
反
映
し

て
い
く
の
か
。

今
年
度
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
小
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
の
方
を
対
象
に
実
施
し
、

結
果
を
分
析
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
来
年
度
は
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
も
開
催
し
、
直
接

意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
、
各

政
策
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
作

り
を
行
い
ま
す
。

財
政
状
況
を
踏
ま
え

持
続
可
能
な
計
画
と
す

る
考
え
は
。

現
在
、
大
型
ハ
ー
ド
事
業
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税

収
や
地
方
交
付
税
の
動
向
に
加

え
、
扶
助
費
、
人
件
費
等
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
一
時
的
に
財

政
負
担
増
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

次
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
よ
り
具
体
的
な
数
値
目

標
を
設
定
す
る
ほ
か
、
事
業
の

必
要
性
や
費
用
対
効
果
を
厳
格

に
見
極
め
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
進
め
、
将
来
世
代
が
希

望
を
持
て
る
実
効
性
の
あ
る
計

画
策
定
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

小森 敬太郎
議員

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

市
長

市総合計画の
検証と評価は

企画部長／ＫＰＩを定
め、毎年度、評価を実施

市
長
／
良
質
な
雇
用
環
境
の

創
出
で
経
済
的
豊
か
な
社
会

本
市
の
持
続
可
能
な

将
来
像
は

※録画配信をご覧
　いただけます。

問

問問

問

答

答答

答

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
・
・
重
要
実
績
評
価
指
数

航空写真で見る常陸大宮市

議会広報第86号15



一 般 質 問

圧
等
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
推

進
す
る
「
い
ば
ら
き
美
味(

お

い)

し
お
ス
タ
イ
ル
」
や
「
い

ば
べ
ジ
ス
タ
イ
ル
」
が
あ
り
ま

す
。
市
で
実
施
し
て
い
る
健
康

づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
活
用

し
て
い
る
ア
プ
リ
「
元
気
ア
っ

プ
！
リ
い
ば
ら
き
」
の
中
で
健

康
情
報
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。現

在
、
総
菜
品
の
需
要
は
拡

大
し
て
お
り
、
特
定
保
健
指
導

や
高
齢
者
へ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
低
栄
養
に

対
す
る
保
健
指
導
等
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
単
身
者
等
が
自

身
で
調
理
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
総
菜
品
を
食
事
に

上
手
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ

う
、
対
象
者
の
生
活
習
慣
に
合

わ
せ
た
具
体
的
な
指
導
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
事
業
の
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
の
評
価
は
、
概
ね
期
待
通

り
、方
針
も
現
行
通
り
で
す
が
、

新
年
度
か
ら
変
化
は
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

評
価
と
し
て
、
支
援
の
必
要

性
も
高
く
、
成
果
も
十
分
と
考

え
ま
す
が
、
利
用
者
数
に
対
し

て
事
業
に
か
か
る
費
用
対
効
果

が
低
い
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年

度
は
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
変
え
ず
、
収
集
し
た
ご
み
を

環
境
整
備
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

に
運
搬
す
る
形
態
か
ら
各
地
域

セ
ン
タ
ー
等
の
市
で
管
理
し
て

い
る
施
設
敷
地
に
ご
み
収
納
庫

等
を
設
置
し
、
そ
こ
に
運
搬
す

る
形
態
に
変
更
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
件
費

や
収
集
運
搬
車
両
の
見
直
し
等

を
行
う
こ
と
で
、
事
業
費
が
削

減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
対
象
者
要
件
等
の
見

直
し
も
含
め
、
よ
り
多
く
の
方

が
利
用
で
き
る
制
度
に
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
ス
ー
パ
ー
等
に

お
い
て
支
障
が
な
く
、

か
つ
、
来
客
が
気
付
く
所
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
分
別

を
促
す
チ
ラ
シ
を
貼
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
目
に
触
れ
る

機
会
が
増
え
る
こ
と
は
、
有
効

な
手
段
と
考
え
ま
す
の
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
食
生
活
環

境
に
お
い
て
低
栄
養
の

改
善
に
留
意
す
る
こ
と
は
、

個
々
人
の
健
康
寿
命
に
大
き
く

影
響
し
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、市
内
民
間
事
業
者
に
、

「
減
塩
・
野
菜
た
っ
ぷ
り
・
タ

ン
パ
ク
質
」
に
特
化
し
た
総
菜

品
提
供
の
働
き
か
け
等
は
可
能

か
を
伺
い
ま
す
。

市
に
お
い
て
は
、
市
内
民
間

事
業
者
に
働
き
か
け
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
茨
城
県
の
取
組

と
し
て
、
減
塩
や
野
菜
を
積
極

的
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、
高
血

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

保
健
福
祉
部
長

※ふれあい収集事業
の評価・見直しは

市民生活部長／運搬形態
の変更で事業費を削減

市
民
生
活
部
長
／
分
別
ポ
ス

タ
ー
掲
示
を
検
討
す
る

保
健
福
祉
部
長
／
ハ
イ
リ
ス

ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
具
体

的
な
保
健
指
導
を
実
施

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

分
別
を
促
す
掲
示
を

高
齢
者
の
低
栄
養
改
善

に
留
意

※録画配信をご覧
　いただけます。

問

問

問

答

答答

𠮷川　美保
議員

※
ふ
れ
あ
い
収
集
事
業
・
・
・
高
齢
者

等
及
び
障
が
い
者
等
世
帯
の
負
担
軽

減
を
目
的
と
し
て
、
戸
別
訪
問
に
よ

る
家
庭
ご
み
等
を
収
集
す
る
こ
と
。

惣菜品等に導入される「日本版包装前面栄養表示に用いる様式」
（消費者庁食品表示課が示す食品表示基準に位置づけない任意のガイドライン）

16



一 般 質 問

小原　明彦
議員

に
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
文
書
館

は
茨
城
県
初
の
市
町
村

立
文
書
館
と
し
て
、
行
政
文
書

や
個
人
ま
た
地
域
に
根
づ
い
た

貴
重
な
記
録
史
料
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
小
学
校
の
校
舎

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
廃
校
活

用
の
先
進
事
例
で
も
あ
る
常
陸

大
宮
市
の
誇
る
べ
き
施
設
と
し

て
の
認
識
、
周
知
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
展
示
や
見
学

等
、
一
般
公
開
を
踏
ま
え
た

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。所

蔵
史
料
を
用
い
た
企
画
展

示
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
の
方
や
地
区

会
な
ど
の
依
頼
を
受
け
、
地
域

の
歴
史
を
学
ぶ
勉
強
会
に
出
向

く
取
組
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
当
文
書
館
が
次
代
に

伝
え
て
い
く
拠
点
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
市
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
上
で
、
さ
ら
な

る
工
夫
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

に
向
け
て
、
各
所
管
を
超
え
た

横
断
的
連
携
を
丁
寧
に
着
実
に

進
め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

な
が
る
※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
事
業
は
、
健
康
づ
く
り
へ
の

動
機
づ
け
と
し
て
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
、
今

後
も
、
改
め
て
庁
内
の
各
部
署

と
連
携
し
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
対

象
事
業
の
拡
充
を
図
り
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
に
つ
な

が
る
市
民
の
心
身
の
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ひ
た
ま
る
ア
プ
リ
や

防
災
行
政
無
線
で
周
知

さ
れ
て
い
ま
し
た
「
節
水
の
お

願
い
」
に
つ
い
て
は
、
実
施
さ

れ
る
そ
の
レ
ベ
ル
や
基
準
と
な

る
も
の
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、

気
象
環
境
が
大
き
く
影
響
す
る

中
で
、
そ
の
取
組
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

節
水
協
力
を
お
願
い
す
る
場

合
の
基
準
や
そ
の
レ
ベ
ル
等
の

設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、美
和
、

緒
川
地
域
の
浄
水
場
に
お
い
て

低
水
位
の
状
況
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
節
水
の
協
力
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

常
陸
大
宮
市
歴
史
民

俗
資
料
館
に
お
け
る
貴

重
な
資
料
や
出
土
品
等
の
保
存

管
理
体
制
及
び
今
後
の
方
向
性

や
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。管

理
体
制
に
つ
い
て
は
機
械

警
備
等
を
実
施
し
、
特
別
収
蔵

庫
で
保
管
し
て
お
り
、
常
に
換

気
を
行
い
適
切
な
温
度
管
理
に

よ
る
所
蔵
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
場
城
保
存
隊
や
小
祝

地
域
の
綿
の
会
な
ど
の
関
係
団

体
に
対
す
る
助
言
や
活
用
方
法

等
の
協
力
、
現
地
見
学
会
や
体

験
学
習
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
様

教
育
部
長
／
郷
土
文
化
に
興

味
を
も
て
る
取
組
を
推
進
し

て
い
く

歴
史
・
文
化
行
政
に

つ
い
て
は

保
健
福
祉
部
長
／
心
身
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
く

芸
術
と
心
の
醸
成
に

つ
い
て
は

渇水の影響とその対応
については

上下水道部長／浄水場が低水
位となり節水をお願いした

※録画配信をご覧
　いただけます。

問

問

問

問

答

答

答

答

上
下
水
道
部
長

保
健
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
・
・
心
身
と

も
に
良
い
状
態
が
続
く
こ
と
を
大
切

に
す
る
考
え
方

低水位の状態が発生した美和浄水場
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一 般 質 問

が
一
緒
に
体
験
活
動
を
行
っ
た

り
、
思
い
や
悩
み
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
す
る
た
め
、
学
校

を
休
ん
で
も
欠
席
と
な
ら
な
い

制
度
で
す
。
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
年
度
内
に
５
日
間
ま
で
取

得
で
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
家
族
と
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
せ
た
な
ど
の
意
見
も
多

く
、
導
入
の
目
的
の
一
つ
と
し

て
、
親
子
の
絆
が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
一
方
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
な
い
児
童
生
徒
が

い
る
こ
と
や
、
学
習
面
の
保
障

な
ど
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
現
在
、
状
況
を
適
切
に
把

握
し
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今
後
は
、課
題
等
に
配
慮
し
、

豊
か
に
充
実
し
た
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記

載
を
通
し
て
制
度
の
周
知
に
努

め
ま
す
。火

災
・
災
害
現
場
で

の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

長
時
間
に
わ
た
る
災
害
現
場

に
お
い
て
、
体
調
変
化
は
深
刻

な
問
題
で
す
の
で
、
簡
易
的
に

設
置
が
で
き
る
ト
イ
レ
の
配
備

を
検
討
し
ま
す
。

パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

推
進
事
業
の
整
備
内
容
の
概
要

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
整
備
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
8
年
度
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
山
ゆ
り
に
つ
い
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
配
慮
し
た
飲

食
環
境
の
確
保
と
カ
フ
ェ
を
想

定
し
た
内
装
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
森
林
科
学
館
の
一
部

を
改
修
し
て
、
オ
フ
サ
イ
ト
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
機
能

を
追
加
し
ま
す
。
令
和
9
年
度
、

令
和
10
年
度
は
多
目
的
広
場
の

整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

整
備
内
容
の
概
要
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
の
認
定
を
視
野
に
入
れ
た

本
格
的
な
コ
ー
ス
設
計
と
し
、

令
和
8
年
度
、
令
和
9
年
度
の

2
年
間
で
整
備
す
る
予
定
で
す
。

令
和
8
年
度
は
、
用
地
造
成
と

植
栽
工
事
、
令
和
9
年
度
は
、

駐
車
場
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
築
、

機
材
購
入
を
行
い
、
芝
生
の
定

着
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
令

和
9
年
度
秋
頃
を
供
用
開
始
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
と
目
的
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
学

習
を
意
味
す
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
と

休
暇
を
意
味
す
る
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ

り
、
平
日
保
護
者
と
児
童
生
徒

三次　雅子
議員

・
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

・
女
性
の
消
防
職
員
の
採
用
に

つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

問

問

問

問

問

その他の質問

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

消
防
長

答

答答

答

答

産
業
観
光
部
長
／
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
を
す
る

教
育
部
長
／
体
験
的
、
探
求
的

な
学
び
や
活
動
を
家
族
と
共
に

消
防
長
／
簡
易
的
に
設
置
が
で
き

る
ト
イ
レ
の
配
備
を
検
討
す
る

道
の
駅
周
辺
整
備
事

業
に
つ
い
て

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

に
つ
い
て

火
災
・
災
害
現
場
で
の

ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て
は

産
業
観
光
部
長
／
改
修
と
整

備
を
行
う

令
和
８
年
度
重
点
政
策

に
つ
い
て

改修予定のレストランやまゆり

18



定例会期間中以外も、
さまざまな調査や審査を

行っています！

総 務 常 任 委 員 会 文 教 福 祉 常 任 委 員 会

経 済 建 設 常 任 委 員 会 広 報 広 聴 常 任 委 員 会

２月16日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・期日前投票における取組と選挙啓発
　・公共ライドシェア実証運行事業
○生活環境等について
　・可燃ごみ指定袋に係る経緯と対応

２月17日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・一般財団法人常陸大宮市スポーツ協会について
　・中学部活動地域移行事業について
　・小学生校外活動体験事業について
　・放課後子供教室について

２月10日
○常陸大宮駅周辺整備事業について
○水道事業の広域連携について

議 会 運 営 委 員 会
２月18日
○令和８年第１回常陸大宮市議会臨時会について

２月19日
○令和８年第１回常陸大宮市議会定例会について

３月19日
○令和８年第２回常陸大宮市議会定例会会期日程（案）

について

閉会中の委員会の活動

１月27日
○全体の文字校正等
○議会報告会の実施について

議会広報第86号19



先進地を視察
平
成
21
年
度
以
降
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
市
議
会
主
催
と
な
り
、

議
会
報
告
会
と
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
前
講
座
や
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
集
会
等
へ
出
向
き
、
幅
広
い
世
代
の
方
と
の
懇
談
を

行
っ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

市
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で
回
答
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
意
見
交
換
会
の
際
に
回
答
し
、
そ
の

他
の
意
見
や
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
が
、
所

管
の
委
員
会
毎
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
回
答
し
て
い
な

い
意
見
や
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
会
に
お
い
て
短
期
、

中
期
、
長
期
で
調
査
・
研
究
す
る
べ
き
も
の
と
捉
え
て
取
り
組

ん
で
い
る
点
等
が
参
考
と
な
っ
た
。

政
策
提
言
の
取
組
に
つ
い
て

千
葉
県
富
津
市
議
会

特
別
委
員
会
委
員
長
が
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
抽
出
さ
れ
た
意
見
を
区
分
し
、

２
つ
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
協
議
す
る
。
そ
の
後
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
に
お
い
て

政
策
提
言
を
整
理
・
作
成
し
、
政
策
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
翌
年
度
予
算
編
成
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
12
月
ま
で
に
市

へ
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

「
富
津
市
意
見
交
換
会
実
施
要
項
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
政

策
形
成
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
議
員
を
核
と
し
て
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
政
策
提

言
へ
と
結
び
付
け
て
い
る
と
と
も
に
、、
今
回
の
視
察
に
係
る

事
前
質
疑
へ
の
説
明
・
答
弁
を
出
席
議
員
自
ら
が
担
っ
て
い
る

姿
勢
か
ら
は
、日
頃
よ
り
議
員
が
主
体
的
に
調
査
研
究
を
行
い
、

目
的
意
識
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

議
会
定
例
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

千
葉
県
大
網
白
里
市
議
会

大
網
白
里
市
議
会
に
お
い
て
は
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
早
期
策
定
、
四
役
会
議
に
よ
る
事

前
説
明
、
会
派
を
基
盤
と
し
た
委
員
会
運
営
、
そ
し
て
一
般
質
問
に
向
け
た
丁
寧
な
事
前
調
整

な
ど
を
通
じ
て
、
執
行
部
と
の
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
計

画
的
で
円
滑
な
定
例
会
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

議
長
、
副
議
長
、
議
会
運
営
委
員
会
正
副
委
員
長
に
よ
る
四

役
会
議
を
中
心
に
、
定
例
会
前
の
説
明
や
議
会
日
程
、
代
表
質

問
・
一
般
質
問
、
議
会
だ
よ
り
等
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交
換

を
行
い
、
議
会
運
営
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
大

い
に
参
考
と
な
っ
た
。
常
陸
大
宮
市
議
会
に
お
い
て
も
、
よ
り

公
正
で
効
率
的
か
つ
活
力
あ
る
議
会
運
営
の
実
現
に
向
け
て
検

討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
令
和
８
年
１
月
19
日（
月
）〜
20
日（
火
）

議
会
運
営
委
員
会
令
和
８
年
２
月
４
日（
水
）〜
５
日（
木
）

議
会
広
報
紙
の
作
成
に
つ
い
て

静
岡
県
長
泉
町
議
会

長
泉
町
の
議
会
広
報
紙
は
、
令
和
６
年
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
お
り
、
議
会
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
掲
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
多
く
の
町
民
の
方
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

【
委
員
会
の
意
見
】

町
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
町
民
の
声
を
掲
載
す
る

等
、
多
く
の
町
民
の
方
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
議
会
広
報
紙
だ
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。
ま
た
、
議
会
広
報
紙
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
（
愛
称
）
を
全
国
か

ら
公
募
す
る
等
、
議
会
広
報
紙
を
作
成
す
る
際
に
も
工
夫
し
て

い
る
点
が
多
く
あ
っ
た
。

議
会
報
告
会
の
意
見
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

長
野
県
飯
田
市
議
会
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令和8年「議会報告会」開催のお知らせ
　この報告会は、市民の皆さんと議会議員が向き合って、貴重なご意見を直接お聞きし、意見交換を
する機会です。
　どなたでも参加できますので、ご都合の良い会場へお越しください。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。
　　○内容
　　　・各常任委員会の活動報告について
　　　・意見交換会
　　　 テーマ   「地域の現状と課題」
　　○日程

※時間は、各回とも 90 分程度を予定しています。
　また、議会報告会の開催については、広報常陸大宮お知らせ版 NO.563 にも掲載

しています。

日　　時 場　　所

４月 28 日（火）
午前 10 時

神奉地コミュニティセンター
美和地域センター別館

午後２時
緒川地域センター
御前山地域センター別館

４月 30 日（木） 午後２時 おおみやコミュニティセンター

期　　日：令和 8年 2月 9日（月）
場　　所：議会会議室
演　　題：生成AI の衝撃！人口知能時代をどう生きるか
講　　師：日本科学技術ジャ－ナリスト会議会長　室山　哲也　氏
出 席 者：全議員

議員研修報告
議員研修会

期　　日：令和 8年 2月 16 日（月）
場　　所：ニュー麻生　（鉾田市）
演　　題：これから期待される地方議会とは何か
講　　師：一般社団法人　地方公共団体政策支援機構　上席研究員　渡辺　太樹　氏
出 席 者：大貫　道夫、岡﨑　欣也、三次　雅子

茨城県市議会議長会第２回議員研修会
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第２回定例会会期日程（予定）

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

美和認定こども園は、新たに０歳児１名が入園し、13 名の園児が通園しています。
現在は、慣らし保育中ですが、毎日元気に通っています。

月日 曜 会　議 内　　容

6月 2日 火 本会議 開会、議案説明

３日 水 休　会 議案調査
４日 木 休　会 議案調査

５日 金 本会議 議案質疑、委員会付託
補正予算

８日 月 休　会 議案調査
９日 火 休　会 議案調査
10日 水 本会議 一般質問

11日 木 本会議 一般質問

12日 金 常任委員会

15日 月 常任委員会

16日 火 常任委員会

17日 水 休　会 議案調査
18日 木 休　会 議案調査

19日 金 本会議 委員会審査報告、質疑
討論、採決、閉会

まちかどから…

美和認定こども園に入園しました

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp

議会を傍聴してみませんか？

インターネット中継

表紙のことば

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議
会事務局）において、先着順により交付します。
　傍聴人の定員は３０人です。定員を超えた
場合は、４階傍聴人ロビーのモニターでご覧
いただけます。

（第1回定例会の傍聴人は延べ52人でした。
 ライブ配信視聴者は546人でした）

　ライブ配信は、本会議開催時のみご覧
いただけます。録画配信は、本会議開催
日の概ね１週間後からご覧いただけます。

　見頃を迎えたくさんの人で賑わう、ひたち大宮辰ノ口
桜まつり。本格的な春の訪れとともに、皆様方の益々の
ご活躍をお祈り申し上げます。

こ
の
春
、
ご
卒
業
、
長
年
の
職
務
を

全
う
さ
れ
て
の
ご
退
任
、
ご
退
職
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
門
出
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
お
祝
い
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。
大
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

て
き
た
皆
様
や
、
そ
の
す
ぐ
そ
ば
で
時

に
寄
り
添
い
、
見
守
ら
れ
支
え
あ
い
な

が
ら
歩
ま
れ
て
き
た
皆
様
に
と
っ
て
、

喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
今
後
も
引
き
続
き
皆
様

と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
本
市

の
誇
り
と
し
て
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
な
い
よ
う
、
小
さ
な
声
を
反
映
で
き

る
議
会
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

委
員

小
原

明
彦

編
集
後
記

Facebook Instagram
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